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　令和５年７月の臨時会にて役職改選が行わ
れました。町議会議員の連絡先、所属する委
員会等については次のとおりです。
所属委員会等（　）内は役職

南知多町議会議員紹介

議席番号：1

文教厚生常任委員会 
議会広報特別委員会（副委員長） 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会

住　所：内海字一色107の1　
　　　  リバージュ内海402
連絡先：62-1855

モリ　  ヒロコ

森　　宏子
議席番号：2

総務建設常任委員会（副委員長） 
議会運営委員会（副委員長） 
議会広報特別委員会 
地域公共交通対策特別委員会（副委員長）
公共施設のあり方に係る特別委員会
知多南部消防組合議員

住　所：豊浜字会下坪24の10
連絡先：65-0173

ヤマモト　ユウサク

山本　優作
議席番号：3
議長 
文教厚生常任委員会 
議会運営委員会 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会
知多南部消防組合議員（副議長）
知多南部衛生組合議員（議長）
知多南部広域環境組合議員
住　所：日間賀島字新井浜51
連絡先：68-2752

スズキ　コウジ

鈴木　浩二
議席番号：4
副議長 
総務建設常任委員会 
議会運営委員会 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会
知多南部消防組合議員
知多南部衛生組合議員（監査委員）
知多南部広域環境組合議員
住　所：内海字中之郷120の6
連絡先：62-2583

カタヤマ　ヨウイチ

片山　陽市
議席番号：5

文教厚生常任委員会 
議会運営委員会（委員長） 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会

住　所：片名字黒地17の３
連絡先：63-0143

コジマ　カンサク

小嶋　完作
議席番号：6

文教厚生常任委員会 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会

住　所：内海字内塩田77の3
連絡先：62-1816

ウチダ　　タモツ

内田　　保

議席番号：7
文教厚生常任委員会（委員長） 
議会運営委員会 
議会広報特別委員会 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会

（委員長）
知多南部衛生組合議員
知多南部広域環境組合議員
住　所：豊浜字田名畑30の3
連絡先：65-0569

イシガキ　キクゾウ

石垣　菊蔵

議席番号：8

総務建設常任委員会 
議会広報特別委員会（委員長） 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会

住　所：内海字平田67の4
連絡先：62-1552

ハットリ　ミツオ

服部　光男
議席番号：9

総務建設常任委員会 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会
町監査委員

住　所：篠島字堂山20の4
連絡先：67-2063

フジイ　ミチヒサ

藤井　満久
議席番号：10

総務建設常任委員会 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会

住　所：豊浜字上大田面35の10
連絡先：65-1608

ヨシハラ　カズハル

吉原　一治
議席番号：11

総務建設常任委員会（委員長） 
議会運営委員会 
地域公共交通対策特別委員会（委員長） 
公共施設のあり方に係る特別委員会

（副委員長）
知多南部消防組合議員

住　所：大井字江崎14
連絡先：63-1947

エノキド　リョウスケ

榎戸　陵友
議席番号：12

文教厚生常任委員会（副委員長） 
地域公共交通対策特別委員会 
公共施設のあり方に係る特別委員会
知多南部衛生組合議員

住　所：豊浜字上大田面２の１
連絡先：65-0602

イシグロ　ミチアキ

石黒　充明
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本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
12
月
12
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
、
同
14

日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
開
催
し
、
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
７
号
）

被
災
農
業
者
営
農
支
援
事
業
費
補
助

金
の
支
給
は
い
つ
頃
か
。

令
和
６
年
２
月
頃
の
支
給
を
予
定
し

て
い
る
。

通
学
用
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料
増
額

分
の
内
訳
は
。

当
初
年
間
２
２
０
日
で
計
画
し
た
が
、

部
活
動
を
土
曜
日
や
祝
日
、
夏
休
み
等
に

想
定
以
上
行
っ
た
た
め
、
年
間
２
６
８
日

に
修
正
し
、
48
日
分
を
増
額
し
た
。

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
費
に
つ
い
て

は
、
何
件
の
追
加
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

５
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

修
繕
を
予
定
し
て
い
る
内
田
家
の
映

像
シ
ス
テ
ム
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

内
田
家
の
入
館
者
に
見
て
も
ら
う
、

内
海
船
な
ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

▼ 
師
崎
港
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

工
事
請
負
費
１
３
２
万
円
は
、
ど
の

よ
う
な
工
事
を
行
う
の
か
。

強
風
時
に
駐
車
場
内
に
雨
風
が
降
り

込
む
の
を
防
ぐ
た
め
、
南
側
２
階
の
開
口

部
に
防
風
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
。

▼ 

漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
入 

他
会
計
補
助
金
を
１
，

０
９
５
万
２
千
円
増
額
、
資
本
的
収
入 

他
会
計
補
助
金
を
１
，
４
０
４
万
円
減
額
、

他
会
計
出
資
金
を
３
０
８
万
８
千
円
増
額

し
て
い
る
が
目
的
は
何
か
。

収
益
的
収
入
と
資
本
的
収
入
の
他
会

計
補
助
金
を
振
り
替
え
る
事
に
よ
り
収
益

的
収
支
の
赤
字
転
落
を
防
ぐ
た
め
の
経
理

上
の
措
置
で
あ
る
。

条
例

▼ 

南
知
多
町
公
告
式
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前
の
掲
示
場
は

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
本
庁
舎
前

の
掲
示
場
に
は
掲
示
し
な
い
の
か
。

原
則
と
し
て
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
示
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
の
場

合
は
本
庁
舎
前
の
掲
示
場
に
は
掲
示
し
な

い
対
応
と
し
た
。

▼
南
知
多
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

若
年
層
に
重
点
を
置
い
て
給
料
月
額

が
引
き
上
が
る
が
、
知
多
郡
５
町
に
お
い

て
初
任
給
に
差
は
生
じ
る
の
か
。

知
多
郡
５
町
に
お
け
る
初
任
給
は
、

高
卒
が
１
級
９
号
、
大
卒
が
１
級
29
号
と

な
っ
て
お
り
、
差
は
生
じ
な
い
。

▼ 

南
知
多
町
災
害
派
遣
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

派
遣
手
当
を
支
払
う
こ
と
と
な
る
対
策
措

置
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
感
染
の
発
生

お
よ
び
ま
ん
延
の
初
期
段
階
か
ら
の
対
策

措
置
に
対
し
て
支
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
、
対
策
措
置
例
と
し
て
は
、
市

町
村
の
対
策
本
部
の
設
置
、
外
出
自
粛
要

請
、
催
物
等
の
制
限
等
の
要
請
・
指
示
、

予
防
接
種
の
実
施
な
ど
が
あ
る
。

▼ 

南
知
多
町
空
家
等
の
適
正
な
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

災
害
そ
の
他
非
常
時
に
お
け
る
代
執

行
制
度
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
が
、

具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の
か
。

管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る
空
家
、
法

律
で
い
う
特
定
空
家
の
除
却
等
の
代
執
行

を
行
う
た
め
に
は
、
助
言
又
は
指
導
、
勧

告
、
命
令
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
命
令
等
は
必

要
と
な
り
迅
速
な
対
応
が
困
難
だ
っ
た
。

し
か
し
、
災
害
そ
の
他
非
常
時
に
お
い
て
、

命
令
等
を
省
略
し
て
代
執
行
が
可
能
に

な
っ
た
。
た
だ
し
、
緊
急
代
執
行
を
行
う

前
に
は
助
言
又
は
指
導
、
勧
告
の
措
置
を

行
っ
て
お
く
必
要
は
あ
る
。

▼ 

南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
６
年
１
月
に
一
人
出
産
し
た
場

合
の
減
免
対
象
期
間
は
ど
れ
だ
け
か
。

令
和
６
年
１
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で

の
３
か
月
が
、
減
免
対
象
期
間
と
な
り
、

令
和
５
年
12
月
分
は
減
免
対
象
外
と
な
る
。

委
員
会
審
査
報
告

みなみちた議会だより 令和6年2月1日 第186号03 02



件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

石
垣
菊
蔵

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

山
本
優
作

森
　
宏
子

令和５年度補正予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第７号）

介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

師崎港駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁業集落排水事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町公告式条例の一部を改正する条例について

南知多町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

南知多町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

南知多町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正
する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願

不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ●「介護保険制度の改善を求める意見書」の提出を求める
請願

発　議

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南知多町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制
定について

南知多町議会委員会に関する条例の一部を改正する条例
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、●は反対。議長（鈴木浩二）は採決に加わらない。

　１２月定例議会は１２月６日から15日間の会期で開催し、令和５年度一般会計補正予
算（第7号）始め議案１２件、請願１件、発議２件を審議しました。採決の結果は、以下のと
おりです。

１２月定例会

①

②

③

④

⑤

⑥

みなみちた議会だより 令和6年2月1日 第186号05 04



１２月定例会における主な議案の概要

① 一般会計補正予算（第７号）の概要
　【主な歳出の概要】
　・港湾施設整備工事   1,474,000 円
　・子ども医療費   10,783,000 円
　・被災農業者営農支援事業費補助金   450,000 円
　・障害者交通費扶助   557,000 円
　・電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（追加分）   154,000,000 円
　・通学用バス運行業務委託料   6,712,000 円
　・知多南部衛生組合分担金   ▲ 29,351,000 円

② 南知多町公告式条例の一部を改正する条例の概要
　行政手続のデジタル化及び効率化を推進する観点から、条例の公布等を町公式ホームペー
ジに設置した掲示場に掲示して行うことができるようにするため、現行条例の一部を改正す
るもの。

③ 南知多町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例の概要
　新型インフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一部を改正する法律により、新型イン
フルエンザ等対策特別措置法の一部が改正（感染症の発生及びまん延の初期段階から職員の
派遣が可能になったことに伴う派遣職員への手当の名称の改正）されたことに伴い、現行条
例の一部を改正するもの。

④ 南知多町空家等の適正な管理に関する条例の一部を改正する条例の概要
　空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律が令和５年 12 月 13 日に施行

（災害その他非常時における代執行制度に関する規定の追加）されることに伴い、現行条例
の一部を改正するもの。

⑤ 南知多町議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定の概要
　地方自治法の一部改正等に伴い、南知多町議会議員の南知多町に対する請負の状況を公表
すること等により、請負の状況の透明性を確保し、議会運営の公正及び事務執行の適正を図
るため条例を制定するもの。

⑥ 南知多町議会委員会に関する条例の一部を改正する条例の概要
　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが季節性インフルエンザと同等の扱い
となったことから、本条例の規定を改めるもの。また、出席の特例に育児、介護等やむを得
ない事由を追加することで、議員活動と家庭生活の両立を支援し、議会における多様な人材
の参画を促進するもの。
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一般質問
５人の議員が町政について質問しました。

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、
町長を始めとする執行機関に対して

行う質問のことです。

◦ 

石
垣　

菊
蔵 

• 

海
っ
子
バ
ス
の
更
な
る
利
便
性
向
上
を

 

　
（
海
っ
子
バ
ス
右
回
り
路
線
、
朝
の
増
便
を
）

 
• 

民
有
地
等
の
雑
草
の
繁
茂
に
つ
い
て

◦ 

片
山　

陽
市	

• 

水
道
水
の
安
全
と
水
道
管
の
老
朽
化
問
題
を
検
証
す
る

 
• 

た
め
池
の
耐
震
化
工
事
の
進
捗
状
況
は

 
• 

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡
地
計
画
を
考
え
る

◦ 
服
部　

光
男	

• 

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

 
• 

地
域
猫
と
い
う
保
護
活
動
の
導
入
に
つ
い
て

 
• 

高
齢
化
社
会
だ
か
ら
こ
そ
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
実
現
を

◦ 

内
田　
　

保	
• 

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
南
知
多
町
に
す
る
た
め
に

 
• 

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
南
知
多
町
の
歴
史
・
民
俗
資
料
の
保
存
・
公

開
を

 
• 

住
民
本
位
の
第
９
期
介
護
保
険
計
画
に
す
る
た
め
に

 
• 

次
世
代
の
担
い
手
を
育
む
子
育
て
・
教
育
環
境
づ
く
り

◦ 

山
本　

優
作	

• 

避
難
所
運
営
方
針
の
事
前
決
定
を



石
いし

垣
がき

　菊
きく

蔵
ぞう

 議員

海
っ
子
バ
ス
の
更
な
る
利
便
性
向
上

を

今
回
の
路
線
や
時
刻
表
の
改
正

は
、
利
便
性
の
向
上
等
を
含
め
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
き
た
の
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
便
数
の
維
持
、
運
賃
値
上
げ
に
よ

る
赤
字
の
改
善
を
図
り
、
利
用
促
進

策
（
小
中
学
生
運
賃
補
助
・
学
生
定

期
券
補
助
な
ど
）
の
創
設
や
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

な
ど
利
便
性
の
向
上
に
努
め
た
。

豊
浜
地
区
の
利
用
者
は
右
回
り

総
合
体
育
館
前
経
由
で
河
和
駅
ま
で

10
分
強
乗
車
時
間
が
長
く
、
今
ま
で

と
異
な
る
時
間
で
の
バ
ス
利
用
選
択

も
で
き
な
く
な
っ
た
。
豊
浜

−

豊
丘

−

河
和
駅
ま
で
を
通
過
す
る
３
路
線

へ
の
再
々
編
は
検
討
で
き
な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
路
線
の
再
々
編
は
、
新
路
線
の
実

績
を
少
な
く
と
も
１
年
以
上
確
認
し

た
う
え
で
、
利
便
性
お
よ
び
財
政
面

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

改
正
で
右
回
り
・
左
回
り
と
も

師
崎
港
が
発
着
と
な
っ
た
。
河
和
駅

発
左
回
り
20
時
台
以
降
は
終
着
が
師

崎
港
ま
で
で
豊
浜
へ
の
巡
回
が
な

い
。
巡
回
を
豊
浜
に
変
更
す
れ
ば
遅

い
時
間
で
も
２
路
線
を
選
択
で
き
、

今
ま
で
豊
浜

−

豊
丘

−

河
和
駅
間
の

廃
止
も
カ
バ
ー
で
き
る
が
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
こ
れ
ま
で
の
豊
浜
お
よ
び
西
海
岸

線
に
お
い
て
も
始
発
、
終
着
と
も
師

崎
港
で
、
利
便
性
を
考
慮
し
、
朝
は

町
外
へ
、
夜
は
町
外
か
ら
帰
る
た
め

に
師
崎
港
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ

を
変
更
す
る
と
、
師
崎
港
を
目
的
地

と
し
た
利
用
者
か
ら
同
様
の
要
望
や

諸
問
題
の
検
討
が
必
要
と
な
る
た

め
、
次
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
様
々

な
視
点
か
ら
実
施
の
可
能
性
を
検
討

し
て
い
く
。

左
回
り
路
線
、
臨
時
便
を
含
め

６
時
・
７
時
台
に
各
２
便
あ
る
が
右

回
り
は
１
便
し
か
な
く
、
時
間
選
択

が
で
き
な
い
。
左
回
り
も
あ
る
も
の

の
利
用
者
は
少
な
い
。
朝
の
時
間
帯

に
こ
の
右
回
り
を
少
な
く
と
も
臨
時

便
１
便
増
便
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

大
岩
総
務
部
長

　
朝
の
時
間
帯
に
お
い
て
、右
回
り
、

左
回
り
、
左
回
り
特
別
便
お
よ
び
内

海
高
校
便
の
計
５
台
で
運
行
し
て
い

る
現
状
で
は
、
１
便
臨
時
便
を
増
便

す
る
場
合
、
バ
ス
の
追
加
や
運
転
手

の
確
保
な
ど
経
費
の
大
幅
な
増
と
な

り
、
す
ぐ
に
増
便
は
考
え
て
い
な

い
。
左
回
り
の
乗
車
時
間
は
ほ
ぼ
同

様
な
の
で
利
用
の
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。
今
後
、

実
績
等
を
総

合
的
に
判
断

し
海
っ
子
バ

ス
の
路
線
を

継
続
的
に
検

討
し
て
い
く
。

民
有
地
等
の
雑
草
の
繁
茂
に
つ
い
て

豊
浜
田
名
畑
付
近
で
隣
地
に
民

家
の
あ
る
場
所
に
砂
防
ダ
ム
が
あ

り
、
完
成
後
わ
ず
か
な
期
間
で
雑
草

が
繁
茂
し
苦
情
が
出
た
。
定
期
的
な

草
苅
り
等
の
対
策
を
県
に
要
望
で
き

な
い
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
県
は
砂
防
施
設
周
辺
を
植
物
で
覆

う
こ
と
で
浸
食
や
風
化
の
抑
制
を
す

る
た
め
原
則
草
苅
り
は
実
施
し
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
人
が
生
活
し
て
い

る
場
所
に
つ
い
て
は
適
切
な
対
応
を

再
度
、
強
く
要
望
す
る
。

雑
草
繁
茂
で
困
っ
て
電
話
す
る

と
道
路
は
建
設
課
、
空
き
家
は
成
長

戦
略
室
、
そ
の
他
は
環
境
課
と
言
わ

れ
る
。
住
民
は
ど
こ
に
も
頼
れ
ず
役

場
に
連
絡
す
る
の
で
苦
情
を
一
括
し

て
受
け
、
そ
の
後
各
部
署
で
対
応
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
相
談
が
あ
る
場
合
、
担
当
す
る
課

室
が
分
か
れ
ば
、そ
の
担
当
課
室
へ
、

わ
か
ら
な
い
場
合
は
環
境
課
で
相
談

と
認
識
し
て
い
る
。

Q

A

海
っ
子
バ
ス
３
路
線
へ
再
々
編
を
望
む

次
回
改
正
時
に
多
方
面
か
ら
検
討
す
る

一般質問

▲新路線を走行する海っ子バス

みなみちた議会だより 令和6年2月1日 第186号07 06



水
道
水
の
残
塩
を
保
つ
た
め
に

検
査
・
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
職
員
が
給
水
栓
で
採
水
し
た
検
体

の
計
測
を
し
、
配
水
池
等
で
の
自
動

塩
素
注
入
ポ
ン
プ
の
調
整
に
よ
り
管

理
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
業
者

に
よ
り
毎
月
一
般
細
菌
や
大
腸
菌
、

臭
気
、
濁
度
な
ど
の
基
本
的
な
11
項

目
に
つ
い
て
検
査
を
し
て
い
る
。

配
水
池
系
ご
と
に
行
う
検
査
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
佐
久
島
は
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、

篠
島
お
よ
び
日
間
賀
島
に
つ
い
て
は

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
と
当
番
職

員
に
よ
り
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
半
島
側
は
水
道
課
職
員
が
残

留
塩
素
の
濃
度
、
水
の
色
度
、
水
の

濁
度
に
つ
い
て
３
６
５
日
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。

水
道
管
の
耐
用
年
数
は
何
年
で
、

耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る
水
道
管
は

あ
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
管
路
の
法
定
耐
用
年
数
は
、
40
年

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
超
え

て
い
る
老
朽
管
路
は
、
令
和
５
年
３

月
末
現
在
で
１
１
３・
４
㎞
あ
り
管

路
全
体
の
46
・
６
％
を
占
め
て
い
る
。

老
朽
管
を
更
新
す
る
ま
で
に
か

か
る
年
数
と
概
算
費
用
は
い
く
ら
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
水
道
事

業
基
本
計
画
で
管
路
耐
用
年
数
の
40

年
で
更
新
し
た
場
合
、
令
和
41
年
度

ま
で
の
期
間
で
１
８
０
億
円
の
費
用

が
必
要
だ
と
試
算
し
て
い
る
。

本
町
が
管
理
す
る
全
て
の
た
め

池
で
耐
震
化
工
事
の
必
要
性
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
本
町
が
管
理
す
る
た
め
池
77
か
所

の
内
、
決
壊
に
よ
り
周
辺
区
域
の
人

家
や
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
に
被
害

を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
30
か
所
の
た

め
池
に
つ
い
て
は
、
県
が
優
先
し
て

地
震
対
策
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
27
か
所
の
た
め
池
に
つ

い
て
は
耐
震
調
査
を
完
了
し
て
い
る
。

内
海
の
西
池
田
池
の
耐
震
工
事

が
完
成
す
る
と
震
度
い
く
つ
ま
で
耐

え
ら
れ
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
本
町
の
た
め
池
の
耐
震
基
準
は
、

「
レ
ベ
ル
１
地
震
動
」
に
対
し
て
、

池
の
堤
な
ど
の
施
設
が
健
全
性
を
損

な
わ
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

「
レ
ベ
ル
１
地
震
動
」
と
は
、
そ
の

地
震
加
速
度

か
ら
、
お
お

む
ね
震
度
５

強
程
度
と
考

え
ら
れ
て
い

る
。

耐
震
化
工
事
を
計
画
通
り
進
め

る
と
完
成
は
い
つ
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
耐
震
調
査
が
完
了
し
た
27
か
所
の

た
め
池
の
う
ち
、
耐
震
対
策
が
必
要

な
た
め
池
は
21
か
所
で
、
現
在
、
２

か
所
の
た
め
池
で
耐
震
化
工
事
が
完

了
し
て
い
る
。
工
事
中
の
３
か
所
の

池
を
含
め
、
９
か
所
の
た
め
池
が
令

和
12
年
度
ま
で
に
着
手
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

中
苔
廻
間
最
終
処
分
場
の
跡
地

利
用
計
画
は
、
美
浜
・
南
知
多
町
民

が
有
効
利
用
で
き
る
施
設
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
知
多
南

部
衛
生
組
合
、
美
浜
・
南
知
多
の
両

町
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
跡
地
利
用
を
計
画
す
る
に
あ
た
り
、

両
町
の
副
町
長
、
厚
生
部
長
、
環
境

課
長
、
知
多
南
部
衛
生
組
合
事
務
局

長
、業
務
課
長
な
ど
で
組
織
す
る「
最

終
処
分
場
検
討
委
員
会
」
で
協
議
、

検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
踏
ま
え
、
地
域
の
意
向
を
尊
重
し
、

多
目
的
広
場
、
公
園
と
し
て
の
整
備

案
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
案
の

２
案
の
う
ち
、
現
在
の
と
こ
ろ
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
案
を
選
択
し
て

い
る
。

Q

A

耐
用
年
数
を
超
え
た
水
道
管
の
比
率
は

40
年
を
超
え
て
い
る
管
は
46
・
６
％

一般質問

片
かた

山
やま

　陽
よう

市
いち

 議員

▲

 

耐
震
工
事
が
進
む
町
内

の
た
め
池

みなみちた議会だより 令和6年2月1日 第186号09 08



服
はっ

部
とり

　光
みつ

男
お

 議員

野
良
猫
も
「
命
あ
る
動
物
」
と
し
て

と
ら
え
地
域
の
中
で
適
正
管
理
す
る

「
地
域
ね
こ
活
動
」
を
近
隣
市
町
で

始
め
て
い
る
が

適
正
管
理
す
る
た
め
の
「
無
料

不
妊
手
術
事
業
」
を
南
知
多
町
で
も

導
入
で
き
な
い
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
南
知
多
町
も
、
公
益
財
団
法
人
ど

う
ぶ
つ
基
金
が
実
施
す
る
「
さ
く
ら

ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
へ
の
登

録
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
護
し
た
野
良
猫
と
里
親
を
結

ぶ
保
護
団
体
が
町
内
に
は
無
い
が
、

そ
の
よ
う
な
環
境
を
作
る
た
め
近
隣

市
町
と
連
携
を
出
来
な
い
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
保
護
猫
お
よ
び
里
親
事
業
に
つ
い

て
の
問
合
せ
に
対
し
現
在
、
愛
知
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
知
多
支
所
を
紹

介
し
て
い
る
が
、
今
後
近
隣
に
お
い

て
信
頼
で
き
る
保
護
団
体
等
の
情
報

を
得
た
際
に
は
、
そ
の
市
町
と
の
連

携
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
や
周
知
等

の
支
援
・
協
力
を
実
施
し
て
い
く
。

認
知
機
能
の
向
上
や
ス
ト
レ
ス

軽
減
が
図
れ
る
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
」
の
導
入
に
対
し
て
の
認
識
は
。

相
川
厚
生
部
長

　
動
物
と
遊
ん
だ
り
、
触
れ
合
う
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
認
知
機
能
の

向
上
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
医
療

行
為
と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
て
い

な
い
た
め
効
果
や
課
題
を
十
分
研
究

し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

農
業
生
産
物
に
与
え
る
鳥
獣
被

害
の
現
状
は
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
令
和
４
年
度
は
、
カ
ラ
ス
、
ヒ
ヨ

ド
リ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
被
害
報

告
が
あ
り
、
カ
ラ
ス
の
被
害
が
最

も
多
く
、
被
害
面
積
１
０
７
ア
ー

ル
、
被
害
金
額
２
４
５
万
３
千
円

だ
っ
た
。
次
い
で
ヒ
ヨ
ド
リ
の
被
害

で
61
万
５
千
円
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
は

９
万
１
千
円
だ
っ
た
。

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
は
専
門
知

識
の
あ
る
業
者
の
利
用
が
効
率
的
で

あ
り
、
駆
除
後
の
「
里
帰
り
」
を
防

ぐ
方
法
も
熟
知
し
て
い
る
。
業
者
を

利
用
し
た
時
の
補
助
体
制
は
あ
る
の

か
。

相
川
厚
生
部
長

　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
関
し
て
、
檻

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
専
門

業
者
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
が
、
費

用
面
で
の
補
助
は
な
い
。

以
前
、
他
の
議
員
の
質
問
で
海

苔
養
殖
で
の
食
害
対
策
と
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
の
回
答
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
効
果
の
実
績
と
今
後

の
活
用
予
定
は
ど
う
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
昨
年
度
の
ノ
リ
食
害
対
策
の
実
績

と
し
て
、
大
井
漁
協
へ
網
１
１
０
枚

分
、
補
助
金
44
万
円
、
師
崎
漁
協
へ

網
50
枚
分
、
16
万
１
千
万
円
、
篠
島

漁
協
へ
網
90
枚
分
、
39
万
８
千
円
を
、

カ
モ
等
の
有
害
鳥
獣
の
駆
除
お
よ
び

追
い
払
い
実
施
支
援
と
し
て
、
豊
浜

漁
協
へ
補
助
金
10
万
円
、
大
井
漁
協

へ
５
万
１
千
万
円
を
支
出
し
た
。

　
そ
の
効
果
と
し
て
昨
年
度
は
収
穫

量
も
例
年
並
み
に
戻
り
、
さ
ら
に
は

単
価
高
騰
の
相
乗
効
果
も
あ
り
ノ
リ

養
殖
業
者
の
経
営
も
改
善
さ
れ
た
と

聞
く
。
ま
た
愛
知
県
で
は
年
明
け
か

ら
豊
浜
地
区
に
あ
る
水
産
試
験
場
漁

業
生
産
研
究
所
に
よ
り
、
県
内
初
と

な
る
鳥
防
除
対
策
技
術
開
発
に
か
か

る
実
証
試
験
を
行
う
予
定
を
し
て
い

る
。
こ
の
試
験
は
、
豊
浜
漁
協
管
内

の
ノ
リ
養
殖
漁
場
に
お
い
て
、
音
響

装
置
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
自
動

飛
行
さ
せ
、
カ
モ
な
ど
に
対
し
て
の

効
果
的
な
の
運
用
を
検
討
す
る
も
の

で
す
。

Q

A

地
域
ね
こ
活
動
事
業
を
南
知
多
町
で
も

無
料
不
妊
手
術
事
業
の
登
録
を
進
め
る

一般質問

▲野良猫も幸せに
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誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

南
知
多
町
に
す
る
た
め
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
、
来
年
度
か
ら

愛
知
県
で
も
導
入
の
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
南
知
多
町
は
こ
の
制
度
の
導

入
に
向
け
て
ど
こ
ま
で
準
備
が
進
ん

で
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
本
町
に
お
い
て
は
、
愛
知
県
の
制

度
が
で
き
次
第
、
利
用
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
整
合
性
を
調
整
し
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
制
度
導
入
に

進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

南
知
多
町
も
、
要
介
護
者
や
高

齢
者
の
タ
ク
シ
ー
券
を
一
定
の
枚
数

無
料
配
布
し
、
買
い
物
や
外
出
を
支

え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
要
介
護
者
お
よ
び
高
齢
者
が
社
会

参
加
を
続
け
る
た
め
に
は
、
外
出
の

機
会
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ミ
ー

ナ
助
け
合
い
隊
や
地
域
の
助
け
合
い

で
克
服
で
き
る
方
法
が
あ
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
歴
史
・
民

俗
資
料
の
保
存
・
公
開
を

現
在
、
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
に

あ
る
６
７
３
１
点
の
貴
重
な
歴
史
・

民
俗
資
料
等
は
大
切
に
保
存
し
、
全

面
公
開
に
す
べ
き
で
あ
る
。
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
る

計
画
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
の
収
蔵
資
料

を
適
切
に
保
管
・
展
示
す
る
場
所
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
保
管
、
展
示
す
る
か
現

段
階
に
お
い
て
は
確
定
し
て
い
な
い

が
、
早
急
に
、
ま
た
柔
軟
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

愛
知
県
が
戦
争
遺
跡
の
調
査
・

保
存
を
計
画
し
て
い
る
。
戦
争
遺
跡

の
再
調
査
を
す
る
と
と
も
に
、
県
史

に
登
録
さ
れ
て
い
る
大
井
・
片
名
・

山
海
・
内
海
の
戦
争
遺
跡
の
説
明
看

板
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。鈴

木
教
育
部
長

　
愛
知
県
に
よ
る
適
切
な
保
存
・
継

承
に
向
け
た
取
り
組
み
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
意
向

を
確
認
し
た
上
で
、
説
明
看
板
な
ど

の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

住
民
本
位
の
第
９
期
介
護
保
険

計
画
に
す
る
た
め
に

介
護
保
険
料
段
階
は
12
段
階
で

な
く
、
国
も
提
案
し
て
い
る
よ
う
に

高
額
者
は
13
段
階
以
上
の
応
能
負
担

設
定
と
し
、
非
課
税
世
帯
の
第
１
か

ら
第
３
段
階
の
課
税
比
率
を
下
げ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
国
の
法
改
正
に
基
づ
き
介
護
保
険

料
の
所
得
段
階
を
13
段
階
以
上
と
し
、

保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
運
営
協
議
会
に
は
か
り
、
今

年
度
中
に
定
め
る
予
定
で
あ
る
。

次
世
代
の
担
い
手
を
育
む

子
育
て
・
教
育
環
境
づ
く
り

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
は

ど
こ
に
設
置
し
、
支
援
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
人
員
配
置
は
何
人

で
、
統
括
支
援
員
は
新
た
に
採
用
を

考
え
て
い
る
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
設
置
場
所
は
、
現
在
の
健
康
子
育

て
室
内
を
予
定
し
て
い
る
。
新
た
な

統
括
支
援
員
の
採
用
は
せ
ず
、
現
状

の
職
員
で
体
制
の
構
築
に
向
け
て
準

備
を
進
め
る
。

Q

A

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
は
？

県
の
実
施
に
合
わ
せ
て
導
入
す
る

一般質問

内
うち

田
だ

　　保
たもつ

 議員

▲岩屋 中之院の軍人像 
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山
やま

本
もと

　優
ゆう

作
さく

 議員

避
難
所
運
営
方
針
の
事
前
決
定
を　

総
合
体
育
館
は
豊
浜
地
区
以
外

の
住
民
も
避
難
し
て
く
る
可
能
性
が

高
い
が
、
備
蓄
食
料
の
配
備
は
考
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
地
区
別
に
は
、
各
地
区
の
お
お
よ

そ
の
人
口
比
に
よ
り
備
蓄
食
料
の
配

備
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
町
全
体
の
避

難
者
数
は
想
定
し
て
い
る
、
各
地
区

で
の
避
難
者
数
の
想
定
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
災
害
時
に
は
避
難
者
の
少
な
い
地

区
の
食
料
を
避
難
者
の
多
い
地
区
へ

配
分
す
る
な
ど
、
地
区
ご
と
で
は
な

く
町
内
全
体
で
の
対
応
を
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
町
か
ら
住
民
の
方
に
対
し
て
は
、

自
宅
近
く
の
津
波
一
次
避
難
場
所
や

避
難
所
お
よ
び
避
難
経
路
の
把
握
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各
家
庭
に

お
い
て
、
最
低
３
日
分
、
で
き
れ
ば

１
週
間
分
を
目
安
に
食
料
の
備
蓄
を

お
願
い
し
た
い
。

被
災
後
の
早
い
段
階
で
必
要
と

な
る
避
難
所
の
運
営
ル
ー
ル
だ
け
で

も
平
穏
な
う
ち
に
決
め
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。
最
初
に
町
の
支
援
の
も
と

で
避
難
所
が
あ
る
地
区
の
防
災
会
が

避
難
所
毎
の
運
営
ル
ー
ル
の
原
案
を

作
り
、
次
に
そ
の
地
区
の
区
長
会
が

内
容
を
確
認
し
、
最
後
に
そ
の
地
区

の
住
民
に
周
知
し
て
い
た
だ
く
形
が

理
想
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

町
と
し
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
避
難
所
ご
と
の
運
営
ル
ー
ル
の
事

前
決
定
に
つ
い
て
は
、
円
滑
に
避
難

所
運
営
を
行
う
た
め
に
と
て
も
重
要

な
事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
10
月
に
町
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
て
、
区
お

よ
び
自
主
防
災
会
、
学
校
の
代
表
者

等
と
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
避
難

所
生
活
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
検
討
を

進
め
た
。

　
今
後
、
訓
練
で
の
課
題
を
検
証
し
、

レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直
し
や
避
難
所

ル
ー
ル
を
区
や
自
主
防
災
会
な
ど
と

協
議
を
行
い
、
誰
で
も
開
設
で
き
る

避
難
所
開
設
・
運
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
に
向
け
て
、
各
避
難
所
に
お

い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
た
際
に

は
、
住
民
に
周
知
を
図
り
、
地
区
で

の
避
難
所
運
営
訓
練
で
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
師
崎
地
区
に
お
い
て
は
、
師
崎
避

難
所
に
お
け
る
独
自
の
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
の
た
め
、
師
崎

区
と
片
名
区
が
、
令
和
元
年
度
に
師

崎
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
委

員
会
を
８
回
行
い
、
愛
知
県
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

総
合
体
育
館
の
運
営
ル
ー
ル
は

豊
浜
地
区
の
住
民
の
合
意
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
総
合
体
育
館
は
町
の
中
心
的
な
大

き
な
避
難
所
と
な
り
、
豊
浜
地
区
以

外
の
地
区
か
ら
の
避
難
者
も
想
定
さ

れ
る
が
、
ま
ず
は
、
豊
浜
地
区
で
避

難
所
運
営
ル
ー
ル
の
事
前
決
定
を
町

と
も
協
議
し
、
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
際
に

は
、
他
の
地

区
か
ら
の
避

難
者
へ
の
対

応
も
想
定
し

て
行
っ
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q

A

備
蓄
食
料
の
各
地
区
へ
の
配
備
は

各
地
区
の
人
口
比
で
配
備
し
て
い
る

一般質問

▲南知多町総合体育館

地区 人口 備蓄

内海 4,523人 9,642食

豊浜 4,356人 9,642食

師崎 3,908人 9,642食

篠島 1,490人 4,462食

日間賀島 1,695人 5,180食

表:地区別人口・備蓄数一覧
(人口は令和５年11末現在)
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地域における
防災の取り組みと現状を学ぶ

姉妹都市・下諏訪町
議会との議員交流

　いつ起こってもおかしくないと言われている東海・東南海・南海地震（三連動地震）
による津波対策を学ぶため、三重県松阪市にある五主（ごぬし）津波避難タワーと松名
瀬（まつなせ）避難タワーの視察を行いました。松阪市の中井防災担当監による施設の
説明ののち、視察をした本町議会議員からは施設建設費や避難タワー設置の経緯など多
くの質問がされました。

　姉妹都市の長野県下諏訪町議会議員と本町議会議員との対面での交流会が３年ぶりに
行われました。長引いた新型コロナウイルス感染症の影響によりオンラインによる交流
は続けていましたが、９月９日（土）に開催された下諏訪町農業祭より対面での交流が
再開されました。
　来年度からは両町の議会議員によりお互いの町の文化、産業、まちづくりなどを深く
知るための取り組みの実施を検討しています。

１１月１６日（木）　三重県松阪市

１１月５日（日）　南知多町産業まつり会場

▲�９月に開催された下諏訪町農業祭開会式

▲�松阪市内に設置された五主津波避難タワー

▲�町産業まつりでの下諏訪町議会議員の皆さん

▲�大地震が起きると開錠される自動開錠BOX

先進地
行政視察

姉妹都市
議員間交流
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公共交通などの住民生活に
かかわる重要案件を議論

共通の地域課題、学校統廃合の
あり方についてを相互に学ぶ

　12 月議会定例会終了後、全議員出席のもと地域公共交通対策特別委員会および公共
施設のあり方に係る特別委員会が開催されました。地域公共交通対策特別委員会では
海っ子バスの料金や路線についての課題、公共施設のあり方に係る特別委員会では地区
別説明会および町民討議会の報告に続き公共施設再配置計画（案）についての説明があ
り、議員から多くの意見が出されました。

　本町と同様に有人離島を抱え市域全体の学校統廃合という地域課題を抱える三重県鳥
羽市役所を訪問し、鳥羽市における小中学校統廃合についての情報共有と意見交換を行
いました。鳥羽市では「寝屋子の島留学」による島外からの留学生の受け入れや少数学
級での複式授業の実施、学校間のリモート授業、更には全国離島サミットのリモート開
催などの先進的な取り組みが行われています。今後についても鳥羽市とは地域課題解決
のための情報交換と課題解決策の共有をはかって行きます。

１２月２０日（水） 　役場会議室

１１月１７日（金） 　三重県鳥羽市役所

▲�鳥羽市役所にて情報交換を行う本町議会議員

▲�地域公共交通対策特別委員会のようす

▲鳥羽市議会議場にて

▲公共施設のあり方に係る特別委員会のようす

特別委員会
開催報告
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豊浜地区ふれあい歩け歩け大会
　１月１３日（土）に豊浜地区家庭教育推進協議会主催の豊浜地区ふれあい歩け歩け大
会が開催されました。早朝からの大会とあって、吐く息が白く輝く厳しい寒さの中でした
が、参加した児童、生徒やその保護者の皆さんたちは自分のペースに合わせて豊浜小
学校から山野等を歩く全長約６㎞のコースを元気よく楽しみました。チェックポイントでは
南知多中学校生徒ボランティアによるコース誘導も行われ、参加者は笑顔にあふれていま
した。ボランティアで参加していただいた南知多中の生徒の皆さん、大会スタッフの皆さ
ん、寒い中お疲れさまでした。

表紙の説明

▲内海駅で乗客を待つ海っ子バス ▲海岸線を走る海っ子バス 

南知多中ボランティアの皆さん、寒い中、ありがとう
ございました。また、お疲れさまでした。

米大リーグ ドジャースの大谷翔平選手から贈られた
グローブ「野球しようぜ」のメッセージとともに
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１２月定例会の会議録は、２月中旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。
※都合により変更となる場合があります。

ケーブルテレビ（CCNC）放映日
【121CH】

3月17日（日） 10：00
3月18日（月） 22：00

３月　５日(火）

３月　７日(木）

３月１１日(月）

３月１３日(水）

３月２１日(木）

本会議（初日）

一般質問（二日目）

文教厚生委員会

総務建設委員会

本会議（最終日）
ホームページQRコード

マチイロQRコード
広報誌アプリ
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3月定例会の開催予定 ※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。

みなみちた議会だより 令和6年2月1日 第186号PB 14


